
R7.8.25　福祉協力員全員研修会

令和6年度 福祉協力員アンケート調査の結果報告
―今後の見守り支え合い活動に向けて―

実施時期 令和７年２月～３月

回答方法 用紙記入またはWeb入力

対　象 福祉協力員249名（全員）

回答数 176名（うちWeb22名、12.5%）

質問１　所属の学区

守山 吉身 小津 玉津 河西 速野 中洲 全体

回答数 26 27 24 18 39 30 12 176

回答率 50% 75% 59% 72% 76% 97% 92% 71%

質問２　経験年数

２年以内 ３～４年 ５年以上

回答数 87 30 57

割合 49% 17% 32%

質問３　自治会において参加している活動

回答数 割合

1.高齢者サロン 144 82%

2.子育てサロン 53 30%

3.カフェ型サロン 68 39%

4.見守り支え合い活動（訪問活動） 110 63%

5.防災に関わること 46 26%

6.個人宅のちょっとしたお手伝いや生活支援 12 7%

7.関係者（民生委員、自治会役員など）の会議 91 52%

8.その他 22 13%

質問４　自治会での活動量

１．高齢者サロン・子育てサロン・カフェ型サロン等への参加協力

年間 日

２．サロン等への準備や反省会、関係者（民生委員・児童委員・自治会役員など）の会議

年間 日

（平均）9.7

（平均）8.9

見守り支え合い活動（訪問活動）

に参加する人は、

110人、63％です。

この選択肢に回答されなかった

66人のうち17人が、

質問４の3．に回答されており、

この人たちを含めると、

見守り支え合い活動（訪問活動）

に参加している人は、

127人、72% と考えられます。



３．見守り支え合い活動（訪問活動）への協力

年間 回 １回あたり 件

質問５　活動の量についての負担感

１．自治会での活動 ２．学区や市による研修 ３．学区や市への会議出席や事業協力

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

少ない 2 1% 少ない 0 0% 少ない 7 4%

ちょうどいい 138 78% ちょうどいい 159 90% ちょうどいい 144 82%

多い 32 18% 多い 13 7% 多い 19 11%

質問７　福祉協力員を経験して良かったこと

回答数 割合

1.地域での仲間や友人、知り合いが増えた 123 70%

2.地域での日頃の交流や結びつきの大切さがわかった 102 58%

3.自治会や学区社協の役割がわかった 74 42%

4.自分自身の生き方の視野が広がった 21 12%

5.地域活動に参加するよろこびを知った 9 5%

6.地域住民のくらしについての理解が深まった 27 15%

質問10　学区や市の事業に出席しやすい日時

回答数 割合

1.平日の午前・午後 79 45%

2.平日の夜間 44 25%

3.休日（土日祝）の午前・午後 42 24%

4.休日（土日祝）の夜間 10 6%

質問11　福祉協力員を経験したことへの感想

よかった まあまあ あんまり よくなかった

回答数 86 67 4 2

割合 49% 38% 2% 1%

※この報告では、自由記述の回答など、調査した内容･項目の一部を省略しています。

（調査実施･報告作成：守山市社会福祉協議会）

（平均）5.4（平均）5.9

今回のアンケート回答者176人の平均値です。

見守り支え合い活動に参加している110人の平均は、

8.3回です。この活動への参加が考えられる127人の

平均は、8.1回です。

今回のアンケート回答者176人の平均値です。

見守り支え合い活動に参加している110人の平均は、

7.8件です。この活動への参加が考えられる127人の

平均は、7.4件です。

見守り支え合い活動に参加している110人については、87人、79％です。

この活動への参加が考えられる127人については、100人、79％です。

「よかった」あるいは「まあまあ」と回答した人を

合わせると、

153人、87％ です。

このうち、見守り支え合い活動に参加している

110人については、100人、91％です。

同じく、この活動への参加が考えられる

127人については、113人、89％です。

質問３の4．の選択肢に回答されなかった

見守り支え合い活動に参加していない

66人については、52人、79％です。


